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平成28年（2016年）8月5日

第2回定例会

［主な議案の質疑討論：２面］［議案賛否一覧：３面］
［一般(個人)質問：４～６面］［報告事項：６面］

●  農業委員会法の改正に伴い、農業委員の定数が11人
から10人に変更されました［2面に詳細］

●  一般会計補正予算（第3号）の修正案は否決、原案が可
決し、市役所駐車場の有料化、マイナンバーカード交付
臨時窓口の期間延長が決まりました［２面に詳細］

●  谷保地域の一部が、谷保7丁目に町名変更します

●  受動喫煙防止条例の早期制定を求める陳情［3面に詳細］
ほか陳情1件が採択され、1件は不採択となりました

●  国民健康保険の子どもの均等割保険税軽減を求める意
見書は可決、ほか1件は否決されました

●  土地開発公社と文化・スポーツ振興財団の経営状況に
ついて、報告がされました

●  ごみ有料化、保育園民営化、給食センターの建て替えに
ついて、各常任委員会で報告がありました［6面に詳細］

都
市
農
業
の
振
興
へ

都
市
農
業
の
振
興
へ

市議会のホームページを
リニューアルしました

スマホ対応、音声読み上げ、多言語翻訳など
バリアフリーに配慮しています。
右のQRコードからご覧いただけます。

請願・陳情の受付は8/23（火）正午までです。
※ 提出される方は、早めに議会事務局へお問い合わせ
下さい。

次の議会は
　　　8/29（月）から始まる予定です。

日程の詳細は
【８面】

をご覧ください

6月議会トピックス
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こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

Q
．
定
数
が
変
わ
る
だ
け
な
の
に
、

な
ぜ
条
例
が
全
部
改
正
と
な
る
の
か
。

A
．
３
月
議
会
で
は
一
部
改
正
と
説

明
し
て
い
た
が
、
条
文
を
洗
い
出
す

中
で
、
定
数
を
変
え
る
全
部
改
正
が

妥
当
と
考
え
、
変
更
し
た
。

Q
．
候
補
者
評
価
委
員
会
を
設
置
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
の
か
。

A
．
今
後
の
課
題
だ
が
、
他
の
先
進

市
の
事
例
を
見
る
と
、
①
市
長
部
局

の
役
職
者
②
農
業
委
員
会
の
役
職
者

③
東
京
都
農
業
会
議
の
職
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
す
る
。

Q
．
評
価
委
員
の
人
数
は
。

A
．
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

Q
．
評
価
委
員
は
何
を
評
価
す
る
の

か
。

A
．
職
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
人

物
か
を
評
価
す
る
。
ま
た
、
定
員
オ

ー
バ
ー
し
た
場
合
に
、
適
正
な
講
評

を
す
る
。

Q
．
評
価
委
員
に
報
酬
は
あ
る
の
か
。

A
．
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

Q
．
委
員
が
11
人
か
ら
10
人
に
減
る

こ
と
で
、
今
行
わ
れ
て
い
る
実
務
に

変
更
は
あ
る
の
か
。

A
．
耕
作
面
積
が
減
っ
て
い
る
の
で

問
題
な
い
と
考
え
る
が
、
難
し
い
問

題
も
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
。

Q
．
委
員
は
農
業
の
知
識
が
あ
る
方

の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の
か
。

A
．
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
職
務
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
定

ま
っ
て
い
る
。

Q
．
農
業
に
関
係
す
る
法
人
や
企
業

は
推
薦
で
き
る
の
か
。

A
．
可
能
で
あ
る
。

Q
．
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変
わ
る

が
、
公
選
制
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。

A
．
全
国
的
に
定
数
以
上
の
候
補
が

い
な
い
状
態
が
続
い
た
。

Q
．
国
立
在
住
者
と
考
え
て
よ
い
か
。

A
．
住
所
要
件
は
な
い
が
、
選
任
に

あ
た
っ
て
は
ま
っ
た
く
由
縁
の
な
い
方

が
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。

Q
．
『
選
定
に
あ
た
っ
て
は
従
前
の

農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
の
地
域

の
代
表
制
も
考
慮
し
た
上
』
と
『
農

業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
の
地
域
代

表
制
も
考
慮
し
て
』
と
あ
る
が
。

A
．
現
状
は
６
名
が
公
募
、
そ
の
他

が
推
薦
で
あ
る
が
、
実
際
は
各
地
区

か
ら
選
ば
れ
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
。

Q
．
定
数
を
10
名
と
定
め
て
、
結
果

９
名
し
か
応
募
、
推
薦
が
な
か
っ
た

場
合
ど
う
な
る
の
か
。

A
．
推
薦
と
募
集
を
延
長
し
、
農
業

者
が
組
織
す
る
団
体
や
関
係
者
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
。

Q
．
首
長
の
恣
意
的
に
な
ら
な
い
た

め
の
評
価
委
員
会
が
あ
る
が
、
委
員

に
市
長
部
局
の
職
員
が
入
る
な
ら
首

長
の
恣
意
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

A
．
最
終
的
に
、
議
会
の
選
任
同
意

の
手
続
き
が
入
る
。

Q
．
任
命
は
い
つ
か
。

A
．
平
成
29
年
７
月
20
日
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
反
対
】
公
選
制
を
廃
止
し
て
市
長

の
任
命
制
に
変
え
る
事
は
、
農
業
関

係
者
の
独
立
性
を
奪
い
制
度
が
形
骸

化
す
る
。

【
賛
成
】
条
例
を
全
部
改
正
し
て
市

長
が
任
命
す
る
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
推
薦
を
残
し
候
補
者
評
価
委

員
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
透
明
性
や

適
法
性
を
十
分
に
補
い
、
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
方
が
選
出
さ
れ
る
事
に
対
し

て
評
価
す
る
。
ま
た
現
在
の
農
業
委

員
に
お
い
て
は
、
農
業
従
事
さ
れ
て

い
る
方
が
、
忙
し
い
中
で
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

【
賛
成
】
法
律
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
の
条
例
の
全
部
改
正
だ
が
、

農
地
の
利
用
の
最
適
化
を
効
果
的
に

推
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
目
的
と

な
っ
て
い
る
。
任
意
業
務
だ
っ
た
も
の

が
、
必
須
業
務
と
な
る
に
あ
た
り
、
遂

行
す
る
農
業
委
員
会
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
農
地
と
農
家

が
減
少
し
て
い
る
が
必
須
業
務
が
増

え
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と

10
名
と
す
る
の
は
適
切
と
考
え
る
。

【
賛
成
】
国
が
法
改
正
を
し
た
の
は

根
本
的
な
疑
問
は
残
る
が
、
市
の
農

業
者
の
働
き
や
農
業
委
員
の
活
動
は

素
晴
ら
し
い
。
後
々
首
長
の
恣
意
的

な
も
の
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例

を
変
え
れ
ば
い
い
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

市
役
所
駐
車
場
の
有
料
化

▼
原
案
に
対
し
て

Q
．
駐
車
場
有
料
化
の
目
的
は
。

A
．
①
雨
の
日
な
ど
満
車
時
の
適
正

管
理
②
長
時
間
・
目
的
外
利
用
へ
の

不
公
平
感
の
解
消
③
貸
付
に
よ
る
公

有
財
産
の
有
効
活
用
の
３
つ
。

Q
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
．
８
月
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

事
業
者
選
定
し
10
月
に
市
民
説
明
の

後
、
工
事
を
行
い
12
月
下
旬
の
供
用

開
始
を
目
指
す
。

Q
．
①
利
用
料
金
と
②
市
の
収
入
見

込
み
額
は
。

A
．
①
他
市
や
近
隣
の
駐
車
場
を
参

考
に
、
様
々
な
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

事
業
者
と
の
契
約
の
中
で
決
め
る
。

②
月
10
万
円
、
年
120
万
円
。

Q
．
庁
舎
利
用
者
の
料
金
の
配
慮
は
。

A
．
他
市
の
１
時
間
無
料
措
置
を
参

考
に
、
国
立
市
で
も
考
え
て
い
る
。

Q
．
市
役
所
利
用
以
外
の
目
的
外
利

用
を
、
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
。

A
．
１
日
平
均
500
台
の
利
用
が
あ
り
、

調
査
で
は
、
15
％
が
庁
舎
に
入
ら
ず

に
別
方
面
に
向
か
っ
て
い
た
。

Q
．
な
ぜ
６
月
補
正
に
な
っ
た
の
か
。

A
．
駐
車
場
法
に
基
づ
く
警
察
と
の

事
前
協
議
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

Q
．
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
条
例
の
当
事

者
参
加
の
理
念
に
反
し
て
、
詳
細
や

予
算
を
決
め
て
よ
い
の
か
。

A
．
事
業
者
選
定
前
に
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
と
協
議
し
、
必
要
な
こ
と
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
条
件
に
盛
り
込
む
。

Q
．
減
額
修
正
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な

影
響
が
出
る
か
。

A
．
混
雑
緩
和
な
ど
３
つ
の
目
的
が

で
き
な
く
な
る
。

▼
修
正
案
に
対
し
て

Q
．
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
と
話
し
合
う

段
取
り
を
踏
め
ば
、
原
案
に
賛
成
で

き
る
か
。

A
．
補
正
予
算
の
可
決
は
有
料
化
そ

の
も
の
を
決
め
る
こ
と
な
の
で
、
そ
の

前
に
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
窓
口

▼
原
案
に
対
し
て

Q
．
な
ぜ
今
、
補
正
予
算
を
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

A
．
国
の
カ
ー
ド
作
成
が
遅
れ
た
上
、

通
信
障
害
で
カ
ー
ド
交
付
が
遅
れ
て

い
る
。
３
千
800
人
の
待
機
者
に
早
急

に
交
付
す
る
た
め
、
臨
時
窓
口
を
12

月
ま
で
延
ば
す
必
要
が
あ
る
。

Q
．
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

A
．
１
、
２
月
は
１
日
10
〜
20
枚
し

か
交
付
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
は
１

日
50
枚
ま
で
増
え
た
が
、
申
請
し
て

か
ら
２
〜
３
ヶ
月
待
ち
で
あ
る
。

Q
．
臨
時
窓
口
を
や
め
る
と
、
ど
う

な
る
の
か
。

A
．
交
付
能
力
が
６
〜
７
割
に
落
ち
、

交
付
待
ち
が
２
〜
３
ヶ
月
延
び
る
。

電
子
証
明
を
利
用
し
た
確
定
申
告
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

Q
．
制
度
は
国
の
政
策
で
、
遅
れ
の

原
因
も
国
に
あ
る
な
ら
、
国
に
財
政

補
て
ん
を
求
め
な
い
の
か
。

A
．
市
長
会
で
要
求
し
て
い
る
。

Q
．
法
定
受
託
事
務
の
補
正
予
算
を

議
会
が
ゼ
ロ
に
で
き
る
の
か
。

A
．
今
回
は
円
滑
に
進
め
る
プ
ラ
ス

の
予
算
で
あ
り
、
事
務
予
算
全
体
は

ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。

▼
修
正
案
に
対
し
て

Q
．
同
じ
交
付
事
務
費
が
含
ま
れ
る

当
初
予
算
案
に
は
修
正
案
を
出
さ
ず
、

今
回
は
出
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
．
当
初
予
算
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
も
理
由
に
し
て
反
対
し
、
今
回
は

修
正
す
る
政
治
判
断
を
し
た
。

Q
．
待
機
者
に
不
便
を
感
じ
さ
せ
て

も
い
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A
．
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
も
含
め

事
務
費
を
負
担
し
て
お
り
、
早
く
欲

し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
800
万
円
か
け

る
優
先
度
は
低
い
と
考
え
る
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
原
案
に
賛
成
】
庁
舎
利
用
者
の
利

便
性
の
た
め
、
駐
車
場
有
料
化
は
必

要
だ
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
と
、

円
滑
な
カ
ー
ド
交
付
も
必
要
だ
。

【
原
案
に
賛
成
】
駐
車
場
料
金
は
し

ょ
う
が
い
し
ゃ
の
意
見
を
聞
い
て
決
め

て
ほ
し
い
。
法
定
受
託
事
務
の
補
正
を

ゼ
ロ
に
す
る
の
は
疑
問
。
待
機
者
が
多

い
中
で
利
便
性
を
考
え
て
体
制
を
と

る
の
は
、
行
政
と
し
て
当
然
だ
。

【
修
正
案
に
賛
成
】
市
民
の
財
産
で

あ
る
庁
舎
敷
地
の
活
用
に
市
民
負
担

を
求
め
る
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
投
資

回
収
に
も
10
年
か
か
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
自
体
が
問
題
だ
が
、
国
の

問
題
に
よ
る
不
具
合
を
市
が
財
政
負

担
す
る
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

【
原
案
に
賛
成
】
予
算
修
正
し
て
も

課
題
は
解
消
さ
れ
ず
、
対
案
も
示
さ

れ
な
い
。
時
間
を
か
け
て
議
論
を
す
る

の
は
問
題
の
先
送
り
だ
。
既
に
市
民
に

負
担
は
か
か
っ
て
お
り
、コ
ス
ト
の
総

体
的
な
比
較
が
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
本
会
議
で
原
案
可
決
〕

市役所駐車場を有料化
マイナンバーカード臨時窓口を期間延長します

農業委員会の選挙・団体推薦がなくなり、
推薦・公募で10人を市長が選びます

【議案第54号】
一般会計補正予算（第3号）

総務文教委員会

建設環境委員会

議員から、約1753万円を減額する
修正案が提案されました。

農業委員会とは

農業委員会設置の意義

●市役所駐車場の有料化経費を削除
　 しょうがいしゃがあたりまえに暮らすまちくにた
ち条例の理念に反する等、５つの理由から
● マイナンバーカード交付の臨時窓口の
　期間延長経費を削除
　コストパフォーマンスが悪い等、４つの理由から

○ 農地法に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用案件への意見具申などを中心に、農
地に関する事務を執行する、市町村に置かれた行政委員会

○ 農地制度に関する業務執行の全国的な統一、客観性の確保
○ 市町村長から独立した行政委員会として、公平、中立に事務を実施
○ 農業者の自主的な組織として、地域の農地の利用調整（農地集積や紛争の仲裁など）に
積極的に取り組む

【議案第53号】
農業委員会の委員の定数を定める条例
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会派略称
自＝自由民主党・明政会（青木健・石塚陽一・大和祥郎・石井伸之・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・稗田美菜子・石井めぐみ・渡辺大祐）
共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　公＝公明党（小口俊明・中川喜美代・青木淳子）　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）
社＝社民党（藤田貴裕）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）

　　　　　　　平成28年第２回定例会　　各会派の議案への賛否
議案
番号 件 名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

７
新
４
共
３
公
２
風
２
社
１
こ
１
み
１

市 

長 

提 

出

予 

算 54号
一般会計補正予算（第３号） 

【補正額】＋4,935万7千円 
【補正後の総額】294億9,697万5千円
市役所駐車場有料化に伴う工事、マイナンバーカード
交付のための臨時窓口の期間延長、老朽化した大学通
り街路灯取り替え、市民からの寄附による交通安全パ
トロール車購入、全校でのオリンピック・パラリンピッ
ク教育推進事業など

◯ ◯ × ◯ × ◯ × ◯ 可決

一般会計補正予算（第３号）【修正案】 
市役所駐車場の有料化（942万6千円）と、マイナンバ
ーカード交付臨時窓口の期間延長（810万７千円）を
削減する

× × ○ × ○ × ○ × 否決

条 

例 

改 

正

48号 専決処分事項の報告・承認
（市税賦課徴収条例等の一部改正） 地方税法の一部改正に伴い、規定と文言を整理する ◯ ○3

欠1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

49号 専決処分事項の報告・承認
（国民健康保険税条例の一部改正）

低所得者に対する保険税の5割・2割軽減措置の対象
者を拡大する ○ ○3

欠1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51号
指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正

定員18人以下の通所介護（デイサービス）事業を地域
密着型サービスとして位置づけ、半年に1回以上の運
営推進会議の開催を義務付ける

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52号

指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部改正

要介護認定者に提供される認知症対応型通所介護事
業者に対し、半年に1回以上の運営推進会議の開催を
義務付ける

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53号 農業委員会の委員の定数を定める条例
農業委員会法の改正に伴い公選制が廃止され、推薦・
公募により市長が選任することとなった農業委員会の
定数を、11人から10人に変更する

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ 

の 

他

50号 国立駅南第１自転車駐車場新築工事請
負契約

【金額】４億4,571万3,520円（落札率81.2％）
【事業者】戸倉工業株式会社
電子入札による制限付き一般競争入札に8社が参加

◯ ○3
欠1 × ◯ ◯ × × ◯ 可決

55号 町区域の新設 大字谷保字下モノ下の一部区域に谷保7丁目を新設する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 

員 

提 

出

意 

見 

書

議員
５号

国民健康保険における子どもに係る均等
割保険税（料）の軽減に関する意見書 

【提出者：尾張美也子議員ほか2名】
子育て支援の観点から、他の医療保険制度との公平
性を保ちつつ、国の責任と負担による保険税軽減等の
早急な検討と結論を求める

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

議員
6号

沖縄でまたしても起きた米軍関係者によ
る女性暴行・殺害事件に関する意見書 

【提出者：上村和子議員ほか３名】
米軍属による女性暴行・殺害事件に厳重に抗議し、遺
族への謝罪と完全な補償などの早期実現を求める

× × ○ × ○ ○ ○ ○ 否決

陳 

情

陳情
4号

住民の健康増進と2020東京オリンピッ
ク、パラリンピックにむけて受動喫煙防
止条例の早期制定を求める陳情 

【陳情者：スモークフリーキャラバンの会スモークフ
リー in TOKYO 代表】
住民の健康を守るため、地域特性に応じた受動喫煙
防止条例の早期制定を求める

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情
5号

コミュニティワゴンバスの早期運行につ
いての陳情 

【陳情者：竹の会 代表】
谷保6丁目に、市民の交通手段としてコミュニティ
ワゴンバスの早期運行を求める

◯ × ◯ ◯ ○1
×1 ◯ ◯ ◯ 採択

陳情
6号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改
善・大幅増員を求める陳情 

【陳情者：東京民医連労働組合健生会支部 書記次長】
看護師の労働環境の改善（夜勤労働時間の上限、勤
務間隔）などについて、国に対する意見書の提出を
求める

× × ○ × ○ ○ ○ × 不採
択

○：賛成　×：反対　欠：欠席（６月６日）

【
陳
情
の
趣
旨
】

喫
煙
の
健
康
被
害
を
広
く
啓
蒙
し
、

国
民
を
受
動
喫
煙
の
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制

定
を
求
め
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

▼
陳
情
提
出
者
に
対
し
て

Q
．
国
立
市
に
は
ど
の
よ
う
な
禁
煙

の
方
法
が
合
う
と
考
え
る
か
。

A
．
自
然
を
大
切
に
し
た
生
活
態
度

が
合
う
と
思
う
。

Q
．
陳
情
書
に
は
屋
内
全
面
禁
煙
と

あ
る
が
、
範
囲
は
。

A
．
建
物
の
屋
根
が
続
い
て
い
る
と

こ
ろ
は
全
部
屋
内
と
考
え
て
い
る
。

Q
．
実
効
的
な
も
の
が
必
要
と
い
う

考
え
と
捉
え
た
が
、
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

A
．
受
動
喫
煙
被
害
は
広
が
っ
て
い

る
た
め
実
行
力
を
持
っ
た
条
例
が
必

要
で
あ
る
。
公
共
的
な
場
所
や
人
が

大
勢
集
ま
る
場
所
は
必
要
と
考
え
る
。

Q
．
陳
情
者
が
求
め
て
い
る
の
は
受

動
喫
煙
防
止
の
条
例
で
あ
り
、
制
定

の
項
目
内
容
に
関
し
て
は
国
立
市
に

委
ね
て
も
良
い
の
か
。

A
．
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
は

段
階
を
踏
ん
で
、
特
性
に
応
じ
て
お

願
い
し
た
い
。

▼
市
長
部
局
に
対
し
て

Q
．
国
立
市
ポ
イ
捨
て
及
び
飼
い
犬

の
ふ
ん
の
放
置
の
防
止
並
び
に
路
上

喫
煙
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
内

容
は
。

A
．
公
共
の
場
所
、
道
路
、
公
園
そ

の
他
野
外
公
共
の
用
に
供
す
る
場
所

に
お
い
て
、
迷
惑
と
感
じ
ら
れ
な
い
よ

う
注
意
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Q
．
健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
事
は
何
か
。

A
．
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
た
ば

こ
の
煙
が
及
ぼ
す
影
響
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
採
択
】
第
２
次
国
立
市
健
康
増
進

計
画
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
D※
の
原
因
の
１
つ

で
あ
る
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
、
知
識
の

普
及
を
行
う
事
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
条
例
の
制
定
は
市
の
方
針
に

か
な
っ
て
い
る
。

【
採
択
】
喫
煙
に
よ
る
が
ん
発
生
率

の
高
ま
り
、
受
動
喫
煙
で
１
万
５
千

人
以
上
の
方
が
被
害
を
受
け
て
い
る

事
か
ら
、
ぜ
ひ
有
効
な
条
例
を
作
っ

て
ほ
し
い
。

【
採
択
】
陳
情
者
も
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
制
定
を
求
め
る
と
い
う
事
な

の
で
、
丁
寧
な
対
応
で
進
め
て
ほ
し
い

と
要
望
す
る
。

【
採
択
】
市
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
に
お
い
て
、
市
議
会
議
員
・
市

当
局
は
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
早
期
制
定
を
望
む
。

【
採
択
】
前
か
ら
受
動
喫
煙
の
被
害

の
方
が
吸
う
人
の
健
康
被
害
よ
り
大

き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本

陳
情
は
良
い
き
っ
か
け
を
与
え
て
く

れ
た
。
感
謝
す
る
。

【
不
採
択
】
地
域
的
な
特
性
と
い
う

よ
り
国
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。
現
在
国
立
市
に
も
た
ば

こ
を
吸
う
人
は
い
る
。
お
互
い
が
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
社
会
が
必
要
と

考
え
る
。

※
Ｃ
Ｏ
Ｐ
D
＝
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

受動喫煙防止条例の早期制定を求めます
【陳情第4号】住民の健康増進と2020東京オリンピック、パラリンピックにむけて受動喫煙防止条例の早期制定を求める陳情

福祉保険委員会
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一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問（要旨）につきましては、各議員本人がまとめたものをもとに掲載しております。

南
部
地
域
の
振
興
と
子
育
て
支
援

市
民
が
活
躍
で
き
る
窓
口
創
設
を

新
し
い
議
会　
　

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

問
南
部
地
域
に
観
光
客
を
誘

致
す
る
新
た
な
玄
関
口
と
し

て
、
市
民
が
集
い
防
災
の
拠

点
と
も
な
る
緑
化
し
た
駐
車

場
公
園
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
緑
化
の
推
進
は
国
立
市
の

計
画
に
も
あ
る
が
、
南
部
の

新
た
な
駐
車
場
公
園
に
つ
い

て
は
計
画
外
の
提
案
な
の
で

慎
重
に
判
断
し
た
い
。

問
児
童
館
が
な
く
屋
内
の
遊

び
場
も
少
な
い
南
部
地
域
だ

が
、
南
市
民
プ
ラ
ザ
を
子
ど

も
の
集
う
場
所
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
、
他
の

部
署
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

問
市
民
の
活
動
や
起
業
な
ど

を
総
合
的
に
支
援
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
を
創
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
は
一
貫
し
て
市
民
活

動
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
。
組
織
改
正

に
伴
い
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問
立
川
断
層
や
首
都
直
下
地

震
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
災
害
に
備
え
マ
ン
シ

ョ
ン
の
管
理
組
合
な
ど
を
中

心
に
自
主
防
災
組
織
の
強
化

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の

共
助
の
取
り
組
み
が
重
要
に

な
る
。
地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
強
化
と
共
に
マ
ン
シ
ョ

ン
や
団
地
に
も
結
成
の
働
き

か
け
を
し
た
い
。

市
債
の
借
り
換
え
を
し
て
子
ど
も

た
ち
の
将
来
負
担
を
減
ら
せ
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　

望
月 

健
一  

議
員

問
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
在

宅
で
過
ご
せ
る
体
制
づ
く
り

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
平
成
20
年
度
と
比
べ
る
と
、

医
療
・
看
護
・
介
護
の
在
宅

を
支
え
る
動
き
は
進
ん
で
い

る
。
今
後
は
、
市
民
の
自
己

決
定
を
支
え
選
択
で
き
る
環

境
整
備
に
努
め
る
。

問
大
規
模
災
害
時
、
聴
覚
し

ょ
う
が
い
し
ゃ
を
個
々
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
を
確
保
で
き

な
い
か
。

答
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
事
業
の
実
施
地
区
を
拡

充
す
る
中
、
幅
広
く
声
か
け

を
す
る
。
ま
た
、
社
協
の
見

守
り
活
動
員
養
成
事
業
な
ど

と
も
連
携
に
努
め
る
。

問
今
年
も
、
中
学
校
に
お
い

て
国
高
生
に
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
願
い
で
き
る
の
か
。

答
今
年
度
も
中
学
校
全
校
で

実
施
す
る
。

問
市
中
金
融
機
関
か
ら
の
市

債
は
、
一
般
会
計
で
約
40
億

円
、
下
水
道
特
別
会
計
で

11
億
８
千
万
円
あ
る
。
そ
の

利
息
は
年
間
い
く
ら
か
。

答
一
般
会
計
で
約
３
千
900
万

円
、
下
水
道
特
別
会
計
で
約

459
万
円
で
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
も

と
、
民
間
な
ら
ば
借
り
換
え

を
当
然
検
討
す
る
。
検
討
で

き
な
い
か
。

答
相
手
方
と
の
契
約
は
あ
る

が
、
交
渉
し
て
み
た
い
。

他
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

問
題
な
ど
を
質
問
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
住
め
る
国
立
市
へ
！

日
本
共
産
党　
　

住
友 

珠
美  

議
員

問
南
口
複
合
公
共
施
設
に
つ

い
て
経
過
と
現
状
、
今
後
の

方
向
性
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
具
体
的
な
施
設
の
内
容
や

高
さ
、
用
途
に
つ
い
て
は
こ

れ
か
ら
だ
が
、
市
民
の
意
見
、

景
観
に
配
慮
し
て
中
低
層
と

い
う
こ
と
で
検
討
中
。

問
ひ
き
こ
も
り
対
策
と
し
て

他
部
署
が
情
報
提
供
を
密
に

し
て
連
携
す
る
た
め
に
も
、

「
情
報
シ
ー
ト
」
を
作
っ
て

は
ど
う
か
。

答
進
行
管
理
会
議
を
毎
月
開

催
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

ケ
ー
ス
リ
ス
ト
と
い
う
シ
ー

ト
を
用
い
て
行
っ
て
い
る
。

問
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
「
子
ど
も
食
堂
」
を

市
が
主
体
と
な
っ
て
や
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

答
市
で
は
子
ど
も
の
居
場
所

事
業
の
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
動
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

地
域
密
着
型
通
所
介
護
へ
の

移
行
に
伴
い
こ
れ
か
ら
受
け

る
方
の
市
境
を
越
え
た
利
用

は
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

答
隣
接
す
る
立
川
市
・
府
中

市
・
国
分
寺
市
と
相
互
に
事

前
協
議
を
不
要
と
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

問
南
部
地
域
コ
ミ
バ
ス
の
検

討
さ
れ
て
い
る
内
容
は
何
か
。

答
矢
川
駅
と
谷
保
駅
で
折
り

返
す
２
コ
ー
ス
を
検
討
中
。

佐
藤
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
要
望
事
項
等
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
塚 

陽
一  

議
員

問
自
転
車
駐
車
場
設
置
を
都

計
道
３
・
４
・
10
号
線
の
残

地
を
含
め
て
検
討
し
て
は
。

答
都
計
道
の
残
地
や
未
利
用

地
の
活
用
及
び
民
営
自
転
車

駐
車
場
整
備
の
支
援
を
検
討
。

問
国
立
駅
周
辺
の
建
物
等
の

自
転
車
駐
車
場
の
附
置
義
務

を
履
行
し
な
い
事
業
者
へ
の

対
応
施
策
は
ど
う
な
の
か
。

答
駅
周
辺
で
検
査
後
に
一
部

改
装
し
た
事
業
者
に
は
平
成

28
年
４
月
に
文
書
に
て
是
正

要
望
を
出
し
て
い
る
。

問
旭
通
り
の
都
道
拡
幅
は
私

も
早
期
実
現
を
期
待
す
る
が

沿
道
地
権
者
の
意
見
集
約
は
。

答
商
店
街
の
方
が
自
主
的
に

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
勉

強
会
等
で
施
策
を
検
討
中
。

問
大
学
通
り
の
緑
地
帯
の
整

備
で
歩
行
者
の
安
全
確
保
は
。

答
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
徹

底
し
危
険
箇
所
は
整
備
す
る
。

問
大
学
通
り
の
自
転
車
レ
ー

ン
の
損
傷
が
激
し
い
が
改
修

を
都
に
要
請
で
き
な
い
の
か
。

答
都
は
劣
化
部
分
が
確
認
で

き
れ
ば
部
分
的
に
補
修
す
る
。

問
泉
六
丁
目
地
区
へ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
導
入
は
。

答
道
路
幅
員
が
車
輌
制
限
令

で
は
足
り
ず
狭
隘
道
路
な
の

で
福
祉
的
な
交
通
も
考
慮
中
。

問
小
中
学
校
の
通
学
区
域
の

見
直
し
と
一
貫
校
教
育
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
児
童
生
徒
数
の
地
域
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
検
討
。
一
貫

教
育
も
将
来
は
考
慮
が
必
要
。

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
に
よ
り

w
in-w

in

な
駐
車
場
に
！

新
し
い
議
会　
　

渡
辺 

大
祐  

議
員

問
庁
舎
駐
車
場
の
工
事
を
検

討
中
と
の
こ
と
だ
が
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。
庁
用
車
の

維
持
費
の
削
減
や
、
市
民
へ

の
機
会
提
供
に
な
る
の
で
は
。

答
カ
ー
シ
ェ
ア
の
活
用
は
利

便
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た

ら
効
果
が
高
い
か
を
検
証
し

良
い
利
用
方
法
が
あ
れ
ば
採

用
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

問
公
立
保
育
園
民
営
化
の
議

論
が
進
ん
で
き
た
。
今
後
の

市
の
ス
タ
ン
ス
を
問
う
。

答
公
立
保
育
園
の
民
営
化
に

際
し
、
子
供
た
ち
、
保
護
者

を
含
め
環
境
変
化
の
影
響
が

最
小
限
に
な
る
よ
う
最
大
限

の
配
慮
と
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
て
い
く
。

問
全
て
の
公
立
保
育
園
を
民

営
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
民
間
保
育
園
と
の
役
割

分
担
が
重
要
に
な
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
地
域
の
子
育
て
家
庭
を
支

援
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
進

め
る
中
で
保
育
の
質
や
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
機
能
向
上
を
先
駆
的
に
果

た
し
て
い
き
た
い
。

問
投
票
率
向
上
の
た
め
の
教

委
と
選
管
の
協
議
の
成
果
は
。

答
【
選
管
】
投
票
機
材
の
貸

出
、
出
前
授
業
が
で
き
る
旨

話
を
し
た
。
【
教
委
】
主
権

者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
立

川
青
年
会
議
所
主
催
の
〝
み

ら
い
く
〞
を
行
う
。

公
務
員
は
公
僕
で
は
な
い
、

公
僕
か
ら
主
人
公
へ
と
い
う
時
代
だ

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
谷 

俊
樹  

議
員

問
新
地
方
公
会
計
制
度
導
入

の
目
的
と
得
ら
れ
る
効
果
は
。

答
官
庁
会
計
の
単
式
簿
記
、

現
金
主
義
の
情
報
不
足
を
補

い
、
資
産
と
か
債
務
改
革
や

事
務
事
業
の
改
善
・
改
革
へ

の
活
用
可
能
性
が
出
て
く
る
。

問
東
京
都
方
式
で
は
事
業
の

担
当
職
員
ま
で
コ
ス
ト
感
覚

が
身
に
つ
い
て
大
き
な
改
革

に
至
っ
た
が
国
立
市
が
導
入

予
定
の
総
務
省
統
一
モ
デ
ル

で
そ
の
こ
と
が
可
能
か
。

答
日
々
仕
分
け
で
は
無
く
財

政
担
当
、
会
計
担
当
に
よ
っ

て
財
務
諸
表
が
作
ら
れ
る
仕

組
み
だ
が
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
を
各
所
管
の
事
業
部
署

と
一
緒
に
作
り
改
善
策
を
話

し
合
う
こ
と
で
十
分
活
用
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
民
間
で
は
出
来
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
か
ら
公
務
員
を

選
ん
だ
方
た
ち
が
複
式
簿
記

発
生
主
義
を
取
り
入
れ
、
費

用
対
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
。

答
公
務
員
は
コ
ス
ト
を
忘
れ

住
民
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
る
か
ら
い
い
と
い

う
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
私
ど

も
は
肝
に
銘
じ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

他
、
国
立
市
総
合
防
災
計
画
、

道
路
整
備
事
業
、
組
織
改
正

に
つ
い
て
質
問
。 員

窓
口
の
一
本
化
を
求
む
！

新
し
い
議
会　
　

藤
江 

竜
三  

議
員

問
国
立
駅
南
口
複
合
公
共
施

設
は
他
市
に
は
な
い
形
の
ホ

ー
ル
を
作
る
こ
と
で
他
市
か

ら
も
人
を
呼
び
込
め
る
よ
う

な
施
設
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
高
画
質
な
映
画
上
映

機
能
を
付
加
し
て
い
く
な
ど

は
で
き
な
い
か
。

答
市
場
調
査
を
ゆ
っ
く
り
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
Ｊ
Ｒ
に
対
し
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ

ａ
口
の
現
在
は
７
〜
22
時
と

短
い
利
用
時
間
の
延
長
を
市

と
し
て
要
請
で
き
な
い
か
。

答
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
担
当
者
に

要
望
、
協
議
を
引
き
続
き
し

て
い
く
。

問
国
立
市
の
条
例
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
民
泊
は
条
例
違

反
に
な
る
の
か
。

答
谷
保
駅
周
辺
や
矢
川
駅
周

辺
の
近
隣
商
業
地
域
と
さ
く

ら
通
り
沿
道
の
第
１
種
住
居

地
域
の
既
存
の
住
宅
に
お
い

て
の
み
旅
館
業
法
の
許
可
を

得
る
こ
と
に
よ
り
民
泊
営
業

が
で
き
る
。

問
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相

談
窓
口
の
検
討
状
況
は
。

答
子
育
て
世
帯
が
必
要
な
情

報
を
得
る
た
め
に
は
幾
つ
か

の
場
所
を
回
っ
た
り
、
あ
る

い
は
多
数
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
検
索
し
た
り
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
利
用
す
る
市
民
の
立
場
に

た
っ
た
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
の
説
明
や
案
内
を
適
切

に
す
る
窓
口
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

国
立
市
の
こ
ど
も
居
場
所
づ
く
り

へ
の
対
応
を
期
待
す
る

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

大
和 

祥
郎  

議
員

問
こ
ど
も
居
場
所
事
業
に
つ

い
て
の
補
助
金
申
請
方
法
の

簡
素
化
と
関
係
諸
団
体
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
場
の
設

定
が
で
き
な
い
か
。

答
申
請
の
簡
素
化
に
よ
り
交

付
決
定
の
短
縮
。
子
供
の
居

場
所
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
た
め
の
場
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

問
市
内
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み

散
乱
へ
の
対
応
は
。

答
散
乱
し
て
い
る
住
宅
街
・

商
店
街
等
へ
の
カ
ラ
ス
ネ
ッ

ト
の
配
布
と
ゴ
ミ
出
し
方
法

等
に
つ
い
て
案
内
を
行
っ
て

い
く
。

問
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
検
討

し
て
い
る
地
域
は
あ
る
か
。

答
旭
通
り
商
店
会
で
は
都
市

づ
く
り
公
社
の
支
援
に
て
個

性
的
な
店
舗
づ
く
り
、
広
く

国
立
駅
周
辺
地
区
の
歩
行
空

間
の
確
保
に
よ
る
回
遊
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

調
査
研
究
中
で
あ
る
。

問
ノ
ノ
ワ
国
立
ウ
エ
ス
ト
オ

ー
プ
ン
に
伴
う
地
域
商
店
会

へ
の
影
響
と
対
策
は
。

答
地
域
の
重
複
す
る
店
舗
へ

の
影
響
は
大
き
い
。
駅
前
活

性
化
協
議
会
へ
の
補
助
事
業

に
対
す
る
支
援
を
充
実
す
る
。

問
国
立
駅
西
側
南
北
通
路
の

人
・
自
転
車
の
開
通
時
期
は
。

答
早
い
時
期
に
開
通
で
き
る

よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す
る
。

他
、
桜
維
持
管
理
基
金
の
創

設
、
早
期
に
大
学
通
り
自
転

車
レ
ー
ン
整
備
を
依
頼
し
た
。
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安
心
・
安
全
と
希
望
が

ゆ
き
わ
た
る
国
立
へ

公
明
党　
　

青
木 

淳
子  

議
員

問
27
年
度
に
提
案
・
要
望
し

た
認
知
症
の
方
の
探
索
模
擬

訓
練
ほ
か
３
項
目
の
進
捗
は
。

答
①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て

探
索
模
擬
訓
練
を
10
月
実
施

に
向
け
、
実
行
委
員
会
を
開

催
し
協
議
・
検
討
中
で
あ
る
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
し
ょ
う

が
い
し
ゃ
支
援
課
と
共
に
、

高
齢
者
支
援
課
の
窓
口
に
も

置
き
活
用
し
て
い
き
た
い
。

③
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の

為
に
わ
ん
パ
ト
標
と
愛
犬
用

バ
ン
ダ
ナ
を
50
セ
ッ
ト
用
意

し
た
。
現
在
、
市
内
全
域
で

登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

④
国
立
市
図
書
館
に
お
け
る

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を
平

成
28
年
度
よ
り
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。

問
が
ん
教
育
の
充
実
を
問
う
。

答
国
立
市
の
学
校
教
育
に
お

け
る
重
点
施
策
の
１
番
が
命

の
教
育
の
充
実
で
あ
る
。
平

成
25
年
度
に
行
っ
た
講
演
会

の
内
容
を
校
長
会
に
示
し
、

よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
就
労
準
備
支
援
事
業
内
容

と
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
専
門
的
資
格
を
持
つ
相
談

員
と
共
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

プ
ラ
ン
を
立
て
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
市

内
の
空
き
店
舗
を
借
り
上
げ

て
会
場
と
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
や
セ
ミ
ナ
ー
等
も
実
施

す
る
予
定
。
短
期
間
就
労
に

農
業
体
験
が
可
能
か
市
内
農

業
事
業
者
の
方
と
相
談
す
る
。

財
団
方
式
の
保
育
園
民
営
化
な
ら

運
営
体
制
変
え
ず
国
補
助
増
え
る

緑
と
自
由
の
風　
　

重
松 

朋
宏  

議
員

問
当
事
者
抜
き
の
警
察
協
議

で
、
国
立
駅
の
駅
前
広
場
の

障
が
い
者
用
乗
降
ス
ペ
ー
ス

が
整
備
計
画
か
ら
消
え
た
の

は
問
題
だ
。
せ
め
て
三
鷹
駅

の
よ
う
に
「
福
祉
車
両
優
先

乗
降
ス
ペ
ー
ス
」
と
し
て
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
丁
寧
に
説
明
し
な
か
っ
た

事
は
反
省
し
て
い
る
。
道
路

形
態
を
変
え
ず
に
、
歩
道
上

の
標
示
設
置
が
可
能
か
ど
う

か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
市
長
は
国
立
駅
南
口
再
開

発
ビ
ル
の
中
低
層
化
、
収
益

部
分
の
縮
小
を
表
明
し
た
が
、

資
金
調
達
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
い
ず
れ
に
せ
よ
公
共
施
設

の
コ
ス
ト
は
か
か
る
の
で
、

最
善
の
手
法
を
検
討
す
る
。

問
市
内
の
公
立
保
育
園
と
民

間
園
の
正
職
員
①
平
均
年
齢
、

②
勤
続
年
数
、
③
平
均
月
給
、

④
非
正
規
職
員
比
率
は
。

答
公
立
園
は
①
42
歳
、
②
17

年
、
③
51
万
円
、
④
28
％
。

民
間
園
は
①
35
歳
、
②
10
年
、

③
35
万
円
、
④
14
％
。

問
民
営
化
で
見
込
む
財
政
効

果
６
千
600
万
円
／
園
は
、
具

体
的
に
ど
の
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
か
。

答
公
民
比
較
し
て
国
・
都
支

出
金
以
外
に
２
千
530
万
円
分

の
人
件
費
等
の
差
が
あ
る
。

問
市
内
民
間
園
10
園
の
う
ち
、

①
複
数
園
を
運
営
す
る
法
人
、

②
公
立
園
移
管
の
実
績
を
持

つ
法
人
は
い
く
つ
あ
る
か
。

答
①
２
法
人
、
②
１
法
人
。

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
た
防
災

対
策
と
国
立
駅
前
の
回
遊
性
は

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

青
木 

健  

議
員

問
今
回
の
熊
本
地
震
で
の
教

訓
は
何
か
。

答
熊
本
地
震
で
起
き
た
課
題

を
踏
ま
え
、
策
定
中
の
国
の

指
針
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

問
震
度
７
を
想
定
し
た
体
制

の
確
立
は
。

答
震
度
７
を
想
定
し
て
な
い
。

問
立
川
断
層
帯
の
懸
念
を
踏

ま
え
た
見
直
し
は
。

答
断
層
の
影
響
す
る
広
域
的

な
部
分
も
踏
ま
え
、
見
直
す

こ
と
が
必
要
。

問
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
と

の
連
携
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
応
援
・
派
遣
要
請
な
ど
を

想
定
し
た
常
備
組
織
と
の
連

携
強
化
を
図
り
た
い
。

問
災
害
時
に
人
的
な
ミ
ス
を

発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
職
員

が
休
養
で
き
る
体
制
は
。

答
基
準
等
が
無
い
た
め
、
一

定
の
基
準
を
年
度
内
に
策
定
。

問
ノ
ノ
ワ
国
立
か
ら
の
回
遊

性
と
新
し
い
道
路
の
考
え
は
。

答
回
遊
性
の
た
め
活
性
化
協

議
会
の
事
業
と
連
携
し
た
経

済
活
性
化
に
努
め
た
い
。
新

た
な
通
路
の
創
出
は
、
引
き

続
き
検
討
し
た
い
。

問
地
元
商
店
へ
の
資
金
融
資

制
度
が
で
き
な
い
か
。

答
金
融
機
関
と
連
携
し
た
資

金
面
で
の
支
援
を
し
た
い
。

問
都
計
道
３
・
４
・
10
号
線

を
駐
輪
場
等
に
で
き
る
か
。

答
様
々
な
行
政
計
画
等
で
も

市
民
の
意
見
も
聴
き
必
要
性

を
定
め
て
事
業
化
し
て
い
る

た
め
変
更
で
き
な
い
。

都
市
計
画
道
路
を
計
画
変
更
す
る
場
合

補
助
金
返
還
が
必
要
と
な
る

公
明
党　
　

小
口 

俊
明  

議
員

問
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

10
号
線
の
計
画
変
更
は
可
能

で
あ
る
の
か
。

答
変
更
理
由
が
無
い
た
め
計

画
変
更
は
で
き
な
い
。
仮
に

変
更
し
た
場
合
約
19
億
円
の

補
助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
約
７
億
円

の
補
助
金
を
見
込
ん
で
い
る

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

問
矢
川
北
団
地
建
て
か
え
に

伴
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
間
取

り
は
実
現
で
き
る
か
。

答
１
期
工
事
に
お
い
て
も
仮

移
転
か
ら
戻
る
住
民
の
住
戸

を
前
提
に
一
定
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
け
住
戸
が
建
設
さ
れ
て

い
る
。
２
期
工
事
に
お
い
て

も
都
と
協
議
し
て
い
る
。

問
矢
川
北
団
地
建
て
か
え
１

―
２
期
工
事
に
つ
い
て
問
う
。

答
２
期
工
事
の
一
部
を
前
倒

し
で
工
事
す
る
も
の
。
仮
移

転
の
際
の
引
っ
越
し
の
負
担

軽
減
の
た
め
と
聞
い
て
い
る
。

問
図
書
館
事
業
の
他
市
と
の

協
定
拡
充
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
で
き
な
い
か
。

答
図
書
を
予
約
で
き
る
か
検

討
し
て
い
る
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
協
議
す
る
。

問
中
央
線
高
架
下
に
図
書
館

機
能
を
置
く
計
画
だ
が
図
書

館
分
室
の
今
後
の
運
営
に
影

響
は
あ
る
の
か
。

答
図
書
館
分
室
は
各
地
域
に

お
い
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

運
営
し
て
い
る
も
の
。
影
響

は
な
い
。

中
身
が
無
い
公
立
保
育
園
の

民
営
化
に
反
対

社
民
党　
　

藤
田 

貴
裕  

議
員

問
な
ぜ
公
立
保
育
園
の
民
営

化
を
目
指
す
の
か
。

答
市
全
体
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
維
持
向
上
と
、
子
育

て
家
庭
を
切
れ
目
な
く
支
援

し
て
い
く
た
め
に
、
子
育
て

施
策
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
だ
。

問
民
営
化
し
て
生
み
出
し
た

財
源
を
、
ど
の
様
な
子
育
て

支
援
策
に
使
う
の
か
。

答
こ
れ
か
ら
議
論
し
て
い
く
。

問
仮
に
民
営
化
す
る
際
の
仕

様
書
は
、
公
立
保
育
園
の
基

準
を
き
ち
っ
と
守
っ
て
も
ら

う
内
容
と
認
識
し
て
良
い
か
。

答
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
ど
の
様

に
す
る
か
決
め
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
は
、
引
き
続

き
審
議
会
で
議
論
す
る
。

問
仮
に
民
営
化
す
る
際
、
引

き
継
ぎ
の
合
同
保
育
は
ど
れ

く
ら
い
の
期
間
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
児
童
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
様
、
細
心
の
注
意
を
払
う
。

他
市
で
は
１
か
月
、
半
年
、

１
年
あ
る
い
は
数
年
に
及
ぶ

も
の
も
あ
っ
た
。
今
後
検
討

し
て
決
め
た
い
。

問
公
立
保
育
園
は
地
域
の
か

か
り
つ
け
保
育
園
を
目
指
す

な
ど
意
欲
的
な
事
を
言
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
を
行
い
、

成
績
を
見
て
か
ら
公
立
保
育

園
民
営
化
の
話
を
し
た
ら
ど

う
か
。

答
保
育
士
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は

既
に
聞
い
て
い
る
。

佐
藤
市
長
は
、
上
原
元
市
長
へ
の

４
千
300
万
円
の
請
求
を
中
止
せ
よ

緑
と
自
由
の
風　
　

関
口 

博  

議
員

問
国
立
市
が
行
っ
て
い
る
求
償

裁
判
（
遅
延
金
を
含
む
約
４
千

300
万
円
の
損
害
賠
償
を
上
原

元
市
長
に
求
め
る
裁
判
）
の

市
側
の
弁
護
士
は
、
か
つ
て

景
観
裁
判
や
住
基
ネ
ッ
ト
裁

判
で
、
上
原
氏
や
関
口
を
訴

え
て
い
た
住
民
側
の
弁
護
士

で
は
な
い
の
か
。

答
住
民
側
原
告
代
理
人
は
、

堀
先
生
で
あ
る
。
所
属
弁
護

士
会
も
問
題
な
い
と
回
答
。

問
今
ま
で
争
っ
て
き
た
相
手

側
の
弁
護
士
を
市
の
弁
護
士

に
し
た
か
ら
、
市
の
主
張
は

全
く
逆
の
主
張
に
な
っ
て
い

る
。
佐
藤
市
長
は
、
住
民
訴

訟
の
控
訴
を
取
り
下
げ
上
原

氏
へ
の
４
千
300
万
円
の
賠
償

請
求
を
確
定
さ
せ
た
。
佐
藤

市
長
は
、
上
原
氏
の
裁
判
を

受
け
る
権
利
を
奪
っ
た
と
い

う
認
識
は
あ
る
の
か
。

答
【
市
長
】
そ
う
い
う
認
識

は
持
っ
て
い
な
い
。

問
一
審
判
決
で
は
、
市
長
が

控
訴
を
取
り
下
げ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
「
訴
訟
行
為
を
妨

げ
た
こ
と
に
当
た
る
」
と
し

て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
妨

害
し
た
と
認
定
し
て
い
る
。

市
長
が
控
訴
を
取
り
下
げ
、

弁
護
士
を
変
え
た
か
ら
、
当

時
市
長
で
あ
っ
た
関
口
の
陳

述
書
が
没
に
な
り
、
寄
付
が

損
益
相
殺
に
な
っ
た
事
実
が

曲
げ
ら
れ
、
間
違
っ
た
高
裁

判
決
が
生
ま
れ
た
。
意
見
は
。

答
【
市
長
】
補
填
に
関
す
る

損
益
相
殺
を
高
裁
は
否
定
。

誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
電
話
相
談
体
制
確
立

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

石
井 

伸
之  

議
員

問
電
話
相
談
の
在
り
方
を
定

期
的
に
検
討
し
た
こ
と
は
。

答
検
討
し
た
こ
と
は
無
い
。

問
国
立
市
は
ふ
く
ふ
く
窓
口

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
確
立
し
大
変
好
評
と
聞
く
。

電
話
相
談
で
も
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
で
は
。

答
【
市
長
】
簡
単
な
よ
う
で

非
常
に
難
し
い
が
、
素
晴
ら

し
い
提
起
と
認
識
。
組
織
改

正
を
行
い
、
市
民
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

問
矢
川
北
団
地
に
建
設
予
定

の
複
合
公
共
施
設
（
仮
）
矢

川
プ
ラ
ス
に
災
害
時
防
災
拠

点
機
能
を
組
み
込
む
こ
と
は
。

答
防
災
拠
点
と
し
て
必
要
性

を
認
識
、
大
枠
の
中
で
検
討
。

問
同
団
地
二
期
工
事
完
成
は
。

答
Ｈ
31
年
６
月
完
成
予
定
。

こ
の
時
期
に
矢
川
プ
ラ
ス
の

５
千
㎡
が
更
地
に
な
る
予
定
。

問
前
の
予
算
特
別
委
員
会
で

質
疑
し
た
一
目
瞭
然
な
備
蓄

品
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
。

答
無
料
と
い
う
利
点
も
あ
り

現
在
シ
ス
テ
ム
移
行
準
備
中
。

問
中
学
生
「
東
京
駅
伝
」
大

会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
10
月
選
手
選
考
会
、
11
月

選
手
決
定
、
３
回
の
練
習
を

経
て
、
２
月
当
日
を
迎
え
る
。

問
選
手
選
考
か
ら
大
会
迄
が

短
期
間
。
夏
に
選
考
す
べ
き
。

答
次
年
度
は
校
長
会
と
協
議
。

他
、
集
会
所
等
を
一
時
避
難

場
所
と
す
る
こ
と
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ（
施
設
命
名
権
）

公
園
内
自
販
機
設
置
を
質
問
。

員員

市
民
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
柔
軟
な
施
策
の
工
夫
を

日
本
共
産
党　
　

尾
張 

美
也
子  

議
員

問
道
路
構
造
令
で
停
車
帯

１
・
５
ｍ
は
義
務
で
な
く
植

樹
帯
は
設
置
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
都
計
道
３
・
４
・

10
号
の
延
伸
部
分
の
歩
道
を

広
げ
駐
輪
施
設
を
設
置
す
る

た
め
に
植
樹
帯
を
設
け
て
は
。

答
道
路
構
造
令
で
植
樹
帯

１
・
５
ｍ
が
標
準
だ
が
３
・

４
・
10
は
植
樹
桝
で
対
応
す
る
。

問
設
置
す
る
植
樹
桝
の
幅
は
。

答
０
・
76
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

問
車
よ
り
人
優
先
の
道
路
に

す
べ
き
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
変
更
可
能
の
記
載
が
あ
る
。

答
法
的
に
は
変
更
可
能
だ
が

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

問
ア
ン
ケ
ー
ト
で
駅
近
く
に

必
要
な
も
の
は
駐
輪
場
が
42

％
で
一
番
。
国
立
駅
南
口
200

ｍ
以
内
に
設
け
な
い
方
針
は

市
民
の
声
に
逆
行
す
る
が
。

答
市
の
計
画
の
商
業
ゾ
ー
ン

等
の
考
え
方
に
基
づ
く
。

問
買
い
物
の
た
め
の
小
規
模

駐
輪
施
設
の
整
備
を
。

答
民
間
の
駐
輪
場
整
備
の
支

援
策
を
検
討
す
る
。

問
手
話
言
語
条
例
の
策
定
を
。

答
先
進
市
を
研
究
す
る
。

問
し
ょ
う
が
い
者
が
親
亡
き

後
も
地
域
で
暮
ら
す
支
援
は
。

答
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
体
験

や
相
談
事
業
を
進
め
る
。

問
家
庭
系
可
燃
ご
み
は
減
っ

て
い
る
。
お
金
の
誘
導
の
有

料
化
よ
り
分
別
施
策
徹
底
を
。

答
情
報
発
信
の
強
化
を
す
る
。

他
、
福
祉
避
難
所
、
備
蓄
品
、

木
造
住
宅
耐
震
工
事
等
質
問
。
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待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
も
子
育
て

応
援
団
を
増
や
す
施
策
を
！

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

問
子
育
て
応
援
団
を
増
や
す

取
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
る

祖
父
母
力
。
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
、
相
互
理
解
を
図

る
た
め
に
「
祖
父
母
手
帳
」

を
発
行
で
き
な
い
か
。

答
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の

担
い
手
と
な
る
き
っ
か
け
作

り
に
な
り
、
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な

る
試
み
は
非
常
に
大
切
で
あ

る
と
考
え
、
貴
重
な
提
案
と

し
て
受
け
止
め
る
。

問
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

今
後
の
在
り
方
を
問
う
。

答
施
設
・
内
部
設
備
共
に
老

朽
化
し
、
最
新
衛
生
基
準
と

比
較
し
解
決
す
べ
き
問
題
が

あ
る
。
維
持
管
理
費
も
か
さ

ん
で
い
る
た
め
給
食
提
供
施

設
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

整
備
基
本
計
画
案
を
総
務
文

教
委
員
会
に
報
告
予
定
。

問
災
害
発
生
時
に
お
け
る
認

知
症
を
患
う
高
齢
者
の
方
々

へ
の
支
援
を
問
う
。

答
平
成
27
年
10
月
29
日
付
で

市
と
中
央
郵
政
研
修
セ
ン
タ

ー
で
災
害
時
に
お
け
る
在
宅

療
養
等
の
避
難
所
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。
対
象
者

は
震
災
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
絶
た
れ
た
場
合
に
生
命

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
医
療

器
具
利
用
者
、
単
身
の
認
知

症
高
齢
者
の
方
々
。
今
年
度

中
に
具
体
的
な
避
難
支
援
内

容
の
明
確
化
を
目
指
す
。

他
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
、

健
康
施
策
に
つ
い
て
を
質
問
。

議
員

保
育
園
民
営
化
問
題
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

日
本
共
産
党　
　

高
原 

幸
雄  

議
員

問
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
の
調
査
で
は
、
胃

が
ん
な
ど
市
民
の
各
種
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
三
多
摩
26

市
平
均
よ
り
も
低
い
状
況
で

あ
る
。
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
の
受
診
率
の
向
上
の

た
め
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

答
受
診
率
の
向
上
を
目
的
と

し
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
策
定
と
大
腸
が
ん
検
診
と

特
定
検
診
の
同
時
実
施
を
ふ

く
め
効
果
の
高
い
実
施
方
法

を
検
討
す
る
。

問
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
に
つ
い
て
、
現
在
、

小
学
校
３
年
生
ま
で
所
得
制

限
な
し
で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
中
学
生
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
拡
充
で
き
な
い
の
か
。

答
小
学
生
ま
で
見
直
し
の
対

象
と
し
て
、
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
。

問
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
を
給
付
制
度
に
拡

充
で
き
な
い
か
。

答
返
済
の
免
除
等
で
対
応
。

問
保
育
園
待
機
児
対
策
で
、

保
育
園
の
民
営
化
で
な
く
、

認
可
保
育
園
の
増
設
を
で
き

な
い
の
か
。

答
認
可
保
育
園
の
増
設
で
は
、

29
年
１
園
、
30
・
31
年
認
可

保
育
園
２
園
の
新
設
、
認
証

の
認
可
化
め
ざ
す
。
民
営
化

は
、
保
育
審
議
会
答
申
に
あ

る
よ
う
に
、
民
営
化
で
得
ら

れ
る
効
果
を
子
育
て
家
庭
全

体
へ
の
支
援
に
活
用
す
る
。

公
立
保
育
園
の
民
営
化
は
暴
走
！

保
護
者
、
現
場
の
声
を
聞
け
！

こ
ぶ
し
の
木　
　

上
村 

和
子  

議
員

問
公
的
保
育
行
政
の
視
点
か

ら
公
立
保
育
園
民
営
化
で
生

じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
直
営
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
保

育
の
実
態
を
直
接
把
握
で
き

る
。
様
々
な
課
題
を
抱
え
る

子
育
て
家
庭
を
関
係
機
関
と

つ
な
げ
や
す
い
。
公
立
保
育

園
４
園
が
連
携
し
保
育
の
質

を
考
え
た
実
践
を
し
て
き
た

こ
と
な
ど
。
民
営
化
し
て
も

保
育
の
水
準
は
下
げ
な
い
。

問
答
申
が
５
月
に
出
た
ば
か

り
な
の
に
９
月
ま
で
に
は
民

営
化
す
る
園
を
選
定
す
る
と

い
う
計
画
が
出
て
大
変
驚
い

た
。
暴
走
で
あ
る
。
保
護
者

や
現
場
は
知
っ
て
い
る
か
。

答
今
の
段
階
で
は
知
ら
な
い
。

問
保
護
者
と
現
場
で
頑
張
っ

て
き
た
人
を
無
視
し
て
は
い

け
な
い
。
子
ど
も
に
一
番
近

い
声
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
が

ら
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
市
長
】
担
当
課
長
は
現

場
の
声
を
伝
え
て
い
る
。

問
「
障
害
者
」
に
特
化
し
た

施
設
で
あ
る
多
摩
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
災
害
時

に
は
一
時
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。

災
害
時
に
も
福
祉
避
難
所
で

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
【
市
長
】
９
月
定
例
会
ま

で
に
私
が
行
っ
て
交
渉
す
る
。

問
諮
問
中
の
生
涯
学
習
振
興

計
画
、
市
民
の
学
習
権
へ
の

介
入
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

谷
保
の
狭
隘
道
路
整
備
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会　
　

遠
藤 

直
弘  

議
員

問
災
害
備
蓄
品
は
万
全
か
。

答
想
定
す
る
被
災
者
に
対
す

る
食
料
は
十
分
で
は
な
い
。

ア
ル
フ
ァ
米
５
千
食
ず
つ
購

入
す
る
計
画
。
市
民
に
も
自

助
の
取
り
組
み
と
し
て
３
日

分
の
飲
料
水
、
食
料
の
備
蓄

に
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
。

問
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

が
災
害
時
活
動
協
力
要
請
先

に
入
れ
ば
、
避
難
所
へ
物
資

を
運
ぶ
手
間
が
な
く
な
り
有

効
だ
と
思
う
が
、
東
京
都
と

連
携
し
て
提
携
で
き
な
い
か
。

答
コ
ン
ビ
ニ
は
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
形
式
の
事
業
形
態
な
の

で
、
一
店
舗
が
市
と
協
定
の

締
結
は
難
し
い
。
東
京
都
は

帰
宅
困
難
者
支
援
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

問
防
災
セ
ン
タ
ー
は
避
難
候

補
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
一
時
避
難
所
や
正

式
な
避
難
所
と
で
き
な
い
か
。

答
避
難
所
が
避
難
者
想
定
よ

り
も
下
回
っ
て
い
る
の
で
、

候
補
施
設
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
行
く
の
か
な
ど
、
検
討

し
て
い
く
。

問
道
路
整
備
方
針
と
し
て
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
の
舗
装
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
狭
隘
道
路
整
備
の
手
法
を

含
め
て
ほ
か
の
自
治
体
の
条

例
や
要
綱
等
を
参
考
に
し
て
、

制
度
や
方
針
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

他
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
質
問
。

員

建設環境委員会での報告建設環境委員会での報告

総務文教委員会での報告総務文教委員会での報告
○第2次国立市循環型社会形成推進計画の策定について
　⇒ パブリックコメントや議会・市民からの意見を踏まえて、集積所方
式を原則とする。排出困難家庭等については柔軟な対応に努める。

○家庭ごみ有料化の実施方針（素案)
　と実施スケジュールについて
　⇒平成29年9月を目途に家庭
　　ごみ有料化を予定している。

○国立市土地開発公社のあり方について
　⇒ 今後も公社の運営を存続し、市の改善策3項目と公社の改善策を
あげた。実施計画に沿った用地取得を行い、長期保有を行わず、
今後は用地取得費を当初予算に計上しない。

○国立市第5次男女平等・男女共同参画推進計画の策定について
　⇒ 計画期間は8年間とし、「国立市ドメスティック・バイオレンス対策
基本計画」を包含する。女性やＬＧＢＴの方に配慮した防災対策や
女性の就職を後押しするための働きかけを推進し、女性総合相談体制
の整備や配偶者暴力相談支援センターの機能を検討する。

○国立市公共施設白書（更新版）の作成と今後の取組について
　⇒ 公共施設のあり方を検討していくための基礎資料である。国立市の
公共施設マネジメント関連の基礎的なデータを一覧できるように作
成した。

○国立市立学校給食センター整備基本計画（案）について
　⇒ 平成28年度以降の具体的な事業の検討に向け、整備可能な土地を探
す。新しい敷地ではアレルギー等の対応が可能な「センター方式」
を採用すること、ＰＦＩ等の手法の導入可能性調査を行っていく。

○国立市オンブズマン制度審議会の答申について
　⇒ 名称は国立市総合オンブズマンが適当であり、子どもの権利擁護と
いう理念を掲げたことが特徴。３つの基本的要素は①苦情処理②行
政監視③行政改善とする。

○国立市保育審議会答申について
　⇒ 公立４保育園民営化の基本的な考え方と方法について、答申された。平成31（2019）年度までに民営化に着手する、１園を社会福祉法人に移管し、
その評価後に順次民営化を進める、１園は公立を維持する、等の内容。引き続き審議会は民営化ガイドラインを作成し、12月議会に報告する。答
申を受けて庁内の行財政健全化推進本部が民営化園を選定し（12月議会報告）、保育整備計画を決定する（３月議会報告）。

○国立市における待機児童解消に向けた取組について
　⇒平成28年10月以降、小規模保育所１園の開設に向けて事前協議を進めている。

市から各委員会への行政報告

福祉保険委員会での報告福祉保険委員会での報告

袋の種類
(持ち手付き袋)

可燃ごみ・
不燃ごみ

容器包装
プラスチック

５リットル 10円 5円
10リットル 20円 10円
20リットル 40円 20円
40リットル 80円 40円

〈指定ごみ袋の種類と販売予定価格（1枚あたり）〉

一般質問一般質問    要旨・発言順要旨・発言順 一般質問（要旨）につきましては、各議員本人がまとめたものをもとに掲載しております。

意 見 交 換 会
意見公募（パブリックコメント）

実
施
方
針（
素
案
）

実
施
方
針
（
案
）

実

施

方

針

条

例

提

案

実

施

計

画
平成28年
6～7月

平成28年
9～10月

意見募集

市民説明会

（継続的な情報提供）

平成29年
9月より
実施開始

家庭ごみ有料化の実施スケジュール
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テ
ー
マ
と
説
明

主　

な　

意　

見

ま
と
め

　2060年、市の人口は7万1819人になる
と推計されています。このままでは税収の
減少と社会保障費の増加で厳しい行財政運
営を余儀なくされます。国立市まち・ひと・
しごと創生人口ビジョン及び総合戦略の中
で人口構造の変化による影響を抑制し、地
域経済の活力を維持・増進し、文教都市の
ブランドを高めるとしています。

○ 人口減少という問題を受けて、“街の維持
をどのようにしていくか”が課題となる
のではないか。一つの解として、“皆が稼
げる”ような仕組みづくりが考えられる
のではないか。そのために、用地規制を
見直し、自由な経済活動の促進をすべき。
○ 希望出生率などの数字を見て思うことは、
“働きながら子育てをする”ための仕組み
づくりのあり方が問われているのではな
いか。
○ 人口は増やしようがないのではないか。
そもそも、“人口増加”策は本当に幸せな
ことなのだろうか。人口規模に応じた施
策を選択していくべき。（特に議員定数）
国立には個性があるのだから、転入者増
を狙うための他市民への優遇策より、現
在の市内在住者の幸福を追求する施策を
打つべき。そうすれば、国立市内在住者
の幸福度が上がり、国立ブランド向上に
寄与し、結果的に市外からの転入者増に
つながるのでは。

○ 若者にとって住みやすい街を目指すべき。
i)国立らしさを活かし発信
　→他市並みの開発や都市間競争に身を投
じるのではなく、緑など環境の豊かさや個
性的な個人商店などの魅力を発信して差別
化を図っていくべき。
ii)子育てや住環境の整備
　→働きながら子育てができる仕組みの整
備と、家賃緩和策の検討ができないか。
iii)商業振興と産業の強化
　→企業誘致により産業を強化し、市内の
就職先を増やす。用地規制の見直しなどを
通じた個人事業の促進。

　国立駅南側の駐輪場と駐車場がある場所
へ公共施設と民間施設の複合施設を整備す
ることを計画しています。子育て支援機能
と講演会や音楽活動などが出来る多目的
ホールの導入が素案として示されています。
その複合公共施設についてどのような民間
施設がいいか市民の皆さんと意見交換をし
たいと考えています。

○ 国立市はもっと子どもの創造性を伸ばす
施設を作るべきではないか。
○ 昔からの商店やお店を守ることは大切。
街の回遊性に期待する。
○ 駅前の１等地には市民の利益にふさわし
い施設を作るべきと考える。
○ 子育て支援事業・図書館・広場・防災な
どの緊急対策施設などがあると良い。 
○ 駅前にスクリーンがあり、ワイプの手話
通訳があると良いと思う。
○ 多目的ホールでは音楽会をやったり、図
書館を入れてほしい。
○ 市民の意見聞いてほしい。
○ 子どもの施設と言うが大人のことも考え
てほしい。
○ 長期ビジョンにのっとって運営してほし
い。
○ 子育て世代に力を入れていくならばそれ
に特化したものを作るべき。

○ 意見交換会では複合公共施設について現
状のまま駐輪場・駐車場で良いという意
見、反対に積極的に進めていくべきとい
う意見まで多種多様な意見があった。ま
た多かった意見として、今計画がどうなっ
ているか、どのような状態なのかがわか
らないというものがあった。また回遊性
や人を呼び込む工夫には期待している。
といったものがあった。

　子どもを授かりたいと思う時期から妊娠、
出産、育児、学生時代を経て社会に出るま
で子どもは家庭におけるかけがえのない存
在です。子育てに関する悩みは尽きないと
思いますが皆様の様々なご意見を聞かせて
いただくことが子育て支援の第一歩と考え
ております。お気軽に世間話をする感覚で
ご来場いただければ幸いに存じます。お子
様連れも大歓迎です。

○ 国立市は自然に満ち溢れ子育て支援、子育
てサークル作りが充実していると感じる。
○ 子ども総合計画にあるように、子ども達
自身からの声を大切にした教育をしてほ
しい。
○ インクルーシブ教育、国立二小での新た
な取り組みの内容を知りたい。
○ 国立で育った子ども達は教師との繋がり
が強く生涯の先生となっている。国立で
子育てをしたいと願い、ふたたび戻って
くる子ども達が多い。
○ 公園での禁止事項が多く、限られた使い
方しかできないのが残念。
○ 南部地域は自然が多いところで親子で交
流できる場所がほしい。 
○ 南部地域は交通移動手段がなく交通不便
地域になっているので、病院や市内の施
設に行くことも大変で子育てしにくいと
感じる。
○ 予算配分をもっと子どもや教育関係に
使ってほしい。 

○ 国立市内でも地域により、子育ての環境
も違い、課題も違ってくると感じました。
南部地域は交通不便地域の為、天気の悪
い日等、市役所や保健センターへ行くに
は子育て世代には移動が困難であること
から子育てしにくいと感じました。

○ 参加者の多くの方々が、閉鎖的にならず
にいろいろな形で交流ができたら良いと
の思いがあり、そのような機会を作るべ
きだと感じました。最後に手話で「あり
がとう」を教えて頂き、皆さんで手話で
ご挨拶をして、終了となりました。

意見交換会＋議会報告会

まち・ひと・しごと創生
人口ビジョンについて 国立駅複合公共施設について 子どもについて

5月13日、14日に開催しました
◀13日市役所にて

▼14日南区公会堂にて
　当日は、多くの方にご参加してい
ただき、ありがとうございました。
　いただいたご意見は各委員会でま
とめ、今後の政策形成に活かします。
　詳細は、市議会ホームページに掲
載された議会報告会報告書をご覧く
ださい。

次回、意見交換会は にて開催します。詳細はＨＰ等で随時お知らせいたします。平成29年1月27日㈮午後7時～9時　市役所
平成29年1月28日㈯午後2時～4時　公民館
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平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）『
く
に
た

ち
市
議
会
だ
よ
り
』
№
234
号
（
５
／
5
発

行
）
の
望
月
議
員
の
一
般
質
問
の
タ
イ
ト

ル
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
訂
正
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
関

係
各
位
に
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
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月
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問
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議
会
報
編
集
委
員
会
か
ら
新
た
に
広
報

委
員
会
が
発
足
し
て
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
の
任
期
は
２
年
で
す
の
で
、

半
分
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

手
探
り
で
の
編
集
作
業
は
１
年
か
け
て
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
恐
れ
ず
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
時
に
は
失
敗
も
あ
り

ま
す
が
、
失
敗
か
ら
多
く
を
学
び
、
改
善

に
繋
げ
る
だ
け
で
な
く
青
木
淳
子
委
員
長

を
中
心
に
結
束
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

も
わ
か
り
や

す
く
、
見
や

す
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指

し
て
参
り
ま

す
。

　

広
報
委
員

会
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
!!

8月23日㈫
請願・陳情
受付締切
（正午まで）

各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。ご覧ください。 国立市議会 検索

廣瀬和彦（ひろせ かずひこ）氏
◎プロフィール
　昭和48年生まれ。㈱地方議
会総合研究所所長、明治大学
政治経済学部講師・同大学公
共政策大学院講師。元全国市
議会議長会法制参事。
　主な著書に『地方議員ハン
ドブック』（ぎょうせい）、『Ｑ
＆Ａ地方議会議員ハンドブッ
ク』（ぎょうせい）等。

廣瀬和彦先生にご講演いただきました
議員研修会を開催しました（7月6日）『議員の発言に対する責任等について』

・地方自治法では、無礼の
言葉や他人の私生活にわた
る言論が禁じられている

・議場での不穏当発言は、
議会で処分・懲罰対象にな
ることがある

・自治体議員には、国会議
員のような議場での発言に
対する免責特権はなく、不
穏当発言が名誉棄損罪や侮
辱罪に問われることがある

日程は変更される場合がありますので、市議会ホームページでご確認ください。

○定例会・委員会の傍聴にお越しください。いずれの会議も午前10時の開始予定です。
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